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 8月17日，茨城県西地域輸出米生産者協議会の主
催により，下妻市と八千代町の輸出米生産ほ場4カ所
で生育状況の現地検討会が開催されました。協議会
では，アメリカ合衆国に向けて昨年度は56ｔの米を輸
出し，本年度は300tの輸出を見込んでいます。 
 輸出米生産ほ場において，本年は「ゆめひたち」と
「ハイブリッドとうごう３号」の２品種が作付けされてい
ます。どちらもコシヒカリと肥培管理や生育進度が異
なる品種です。そのため，参加者は現在の生育状況を
確認し，適期収穫に向けて，普及指導員による帯緑籾
率の診断の結果を参考にすることを確認しました。ま
た，検討会後に情報交換が行われ，輸出米と協議会の
今後の取組について活発な意見が飛び交いました。 
 
 
 
 

 

 ８月2８日に筑西合同庁舎において，平成29年度農業経営法人化研修会(主催：茨城県農業会
議)が開催されました。 
 当日は，農業法人設立を専門に活動されている（税）鯨井会計の鯨井基司氏と，平成16年に法人
化しコネギを中心に売上を伸ばしている(有) 栗原農園会長の栗原昌則氏を講師に迎え，管内(筑
西市，桜川市，下妻市)からは法人化に関心のある認定農業者等40名の参加がありました。 
 はじめに鯨井氏より「農業経営の法人化のメリットと留意点」と題し，農業法人の種類や法人の
事業目的等についての講義があり，続いて，栗原氏からは，法人化により雇用や後継者を確保でき
たこと，コネギやサラダ野菜等の販売先が70社，契約率は95％となったことで安定した売上につ
ながった等，自身の法人化の経験についての講話がありました。受講者からも質問が飛び，法人化
への関心の高さが伺えました。 
 普及センターでは，今後も「法人化促進講座」や「専門家派遣事業」等の情報提供により農業法
人設立のための支援を行っていきます。農業経営の法人化に興味がある方は，普及センターまで
お問い合わせください。 
 
 

 

輸出米の現地検討会を開催～増収と品質向上に向けて～ 
 

 協議会では，今後も輸出の取組に賛同する農業者を募集するとともに，生産・物流コストの削減
に取り組み，安定的な米の輸出を目指します。 
 
 
 
 

        農業経営法人化研修会を開催 
   ～農業経営を法人化してみませんか～ 
 

実りの秋になりました。収穫等で忙しい時期
ですが，体調には十分に気を付けましょう。 

 



普及員のひとりごと ～齋藤賀一～ 編集後記 

 今年４月に水戸市にある県央農林事務所から筑西普及セン

ターに異動してまいりました。桜川市の普通作を中心に担当させ

ていただいておりますが，とても綺麗な景色に魅了されながら

日々活動しております。これからどうぞよろしくお願いいたします。 

  

第4回農業学園「農薬適正使用講座」を開催！ 

 農業学園での農薬メーカーの

方の講義は私自身，とても勉強

になりました。参加者の満足度も

非常に高かったようです。 今瀬 

皆さまからのご意見・情報をお待ちしております。 

 下妻果樹組合連合会「下妻の梨」PRプロジェクトチームでは
「下妻甘熟梨」を通じて下妻の梨の美味しさを多くの人にPRする
活動を行っています。 
 今年は８月２６，２７日に,イオン下妻店において対面試食販売を
行ったほか, 太田市場関係者家族や関東鉄道ツアー参加者を対
象に果樹園でのもぎ取り体験を開催し，地域住民や県外消費者に
向けて下妻の梨を知ってもらうためのPRを行いました。両イベン
トでは「こんな甘い梨ははじめて食べた」「これからは下妻産の梨
を買いたい」との声が聞かれ，下妻の高品質な梨をPRできたと感
じられるイベントとなりました。 
 

抑制トマト栽培講習会が開催されました！ 

「下妻甘熟梨」のPR会を開催 

 抑制トマトは，8月下旬から収穫が始まっています。JA北つく
ばトマト青年部では，各部員の抑制トマトの生育状況を確認する
ために，8月21日に栽培講習会を開催しました。 
 講習会には20名の部員が参加して，各部員のほ場を巡回し，
栽培管理についての意見交換を行いました。他の部員のほ場を
見ることでとても刺激を受けた様子で，部員同士で積極的にアド
バイスし合う姿が見られました。普及センターでは，品質の良いト
マトが出荷できるよう，今後も随時，栽培指導等の支援をしてい
きます。 
 
 

 

  9月4日に，第4回農業学園「農薬適正使用講座」を開催しまし
た。農業学園生は10名が参加し，農薬の効果的な使用方法につ
いて学びました。 
 まず，普及センターからIPM (総合的病害虫管理)の考え方や，
農薬にまつわる法律についての講義を行いました。その後，シン
ジェンタジャパン株式会社の大滝健太郎氏を講師に，害虫の薬
剤抵抗性の獲得メカニズムや，抵抗性獲得防止のための効果的
な薬剤使用方法について学びました。 
 参加者からは「農薬メーカーの方に質問ができて良かった」
「今回学んだ農薬のローテーション使用を行っていきたい」との
声が聞かれ，今後の栽培管理のうえで大変勉強になった様子で
した。当普及センターでは，今後も学園生の農業経営に役立つ講
座を開催していきます。 
 
 

 


